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※近鉄京都線は京都市営地下鉄に乗り入れしています。　※近鉄「向島」駅から本学のスクールバスが往復で運行しています。

森合　真一（近畿大学豊岡短期大学こども学科専任講師、京都文教大学非常勤講師）

講習No.
U37
選択

社会保障制度の全体像をつかむ
講習の開催地

宇治キャンパス

講習の期間 平成26年12月6日（土）

主な受講対象者 中学校・高等学校教諭

講習の概要

受講料 6，000円 対象職種 教諭
定員

30人
時間数

6時間
試験方法

筆記試験
担当講師

今や社会保障の分野は幅広く、制度が複雑で、年金保険、医療保険や介護保険など個別の改正も頻繁に行われている
ため、社会科系科目において中学生・高校生がその内容を理解することが難しくなっている。しかし、子ども達は、少子
高齢化が進行する現代社会を生き抜いていくうえで社会保障制度の機能や構造を理解しておく必要がある。そこで
本講では、児童手当・生活保護などの社会扶助、社会保険や社会福祉の基本的事柄について解りやすく解説をする。

1限
９：0０～１０：20（80分）

社会保障制度の体系と、
その財源および費用
我が国の社会保障制度は相当
の種類にのぼっており、また、少
子高齢化の進行等を背景に財
源の確保が課題となっていま
す。この時間は、社会保障制度を
体系的に整理し、私たちの社会
を支えるうえで財源確保の議論
がいかに大切か、社会保障制度
の現状について等を考えます。

2限
１０：30～１1：5０（80分）

所得保障
病気や失業、老齢等の原因に
より、所得の喪失や中断、減少
等、生活の安定を損なう事態
が生じたときに制度を通じて
現金を給付することにより生
活の安定に結びつける制度
で、年金制度、社会扶助、生活
保護等についてお話しします。

3限
１2：5０～１4：10（80分）

医療・介護保障
疾病や障がいの治療や健康の
増進・回復のために医療機関
等において保健・医療サービ
スを受けることが保障される
制度で、2000（平成12）年度
から始まった介護保険制度に
ついても併せてお話しします。

4限
１4：20～１5：40（80分）

社会福祉
個人の自己責任による解決に
委ねることが困難な生活上の
諸問題に対して、行政機関が
さまざまなサービスを提供す
ることにより、生活の安定や自
己実現を支援する制度です。
社会福祉の法体系、児童家庭
福祉についてお話しします。

5限
１5：50～１6：3０（40分）

修了認定試験
本日の講義を踏まえた論述式
の修了認定試験（筆記試験）を
実施します。

講習No.
U38
選択

不登校家族支援ノート
講習の開催地

宇治キャンパス

講習の期間 平成26年12月13日（土）

主な受講対象者 幼稚園・小学校・中学校・高等学校教諭、養護教諭

講習の概要

受講料 6，000円 対象職種 教諭、養護教諭
定員

30人
時間数

6時間
試験方法

筆記試験
担当講師

不登校は、「これまでの生き方、価値観では生きることが難しいので、立ち往生し、自分に見合った新しい生き方、
考え方を発見しようとしている時期」である。また、学校担当者と協力しつつ、親を支援することにより、親が安定
すると、家族の雰囲気（家族布置）が安定し、子どもの変容を促進する。今回は、約４０年臨床実践してきた経験を
踏まえ、親と子の変容プロセスを分類し、それぞれについて説明していきたいと考えている。

今井　晥弌（臨床心理学部教育福祉心理学科教授）

1限
９：００～１０：００（６０分）

不登校支援のプロセス
支援による変容プロセ
スを３分類して説明し
ます。

2限
１０：１０～１１：1０（60分）

不登校生の心理的特徴
自己疎外的見捨てられ行
動について説明します。

3限
１1：2０～１2：2０（6０分）

不登校の母親援助と
人間くさい心の体験Ⅰ
甘え欲求の充足と表と
裏について詳細に説明し
ます。

4限
１3：2０～１4：2０（6０分）

不登校の母親援助と
人間くさい心の体験Ⅱ
偽りの自己と攻撃性につ
いて詳細に説明します。

5限
１4：3０～１5：30（6０分）

学校教師へのコンサル
テーション過程より
コンステレーションの把
握と問題解決のための
武器の獲得について詳
細に説明します。

6限
１5：4０～１６：4０（6０分）

修了認定試験

講習No.
U39
選択

気付きの質が高まり、学ぶ意欲が育つ生活科学習の展開
講習の開催地

宇治キャンパス

講習の期間 平成26年12月13日（土）

主な受講対象者 小学校教諭

講習の概要

受講料 6，000円 対象職種 教諭
定員

50人
時間数

6時間
試験方法

筆記試験 寺田　博幸（臨床心理学部教育福祉心理学科教授）担当講師

生活科の教育原理を踏まえ、気付きの質を高め、学ぶ意欲を育てる生活科学習について、理論と子どもの実際
の姿から学びます。子どもに取り組ませたいという教師の願いと子どもが「やってみたい、やってみよう」という
思いをすりあわせながら、探究活動の醍醐味を味わわせる指導と評価について考察していきます。

1限
9:00～10:30(90分）

生活科の教育原理と
生活科で育てる力
生活科の教育原理を踏まえ、子どもの
思考の流れを大切にした単元構想に
ついて考察していきます。

2限
10:40～12:10（90分）

学ぶ意欲を育てる生活科の実際
対象とかかわりながら学ぶ意欲を高
めていく子どもへの支援と評価につ
いて考察していきます。

3限
13:10～14:40（90分）

主体的に学び、気付きの質を高める
生活科学習の展開
子どもの主体的な学びが、気付きの
質を高め、そうした一連の営みから、
さらに学ぶ意欲が喚起されていきま
す。この時間では、子どもの探究心を
わきたたせる“学び”について探って
いきます。

4限
14:50～16:20（90分）

まとめと修了認定試験
生活科の指導と評価の一体化につい
てまとめ、修了認定試験を実施します。

備考 はさみ、のり、『小学校学習指導要領解説　生活編』（文部科学省、平成２０年８月）をお持ちください。
（文部科学省ホームページhttp://www.mext.go.jpに掲載のPDF版（文部科学省、平成２０年６月）を印刷したものでも可）
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